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020‐3 内視鏡手術時代の若手外科医の recruit－腹腔鏡下胆嚢摘出術を通して外科医として醍醐味
を経験させる－．第123回日本外科学会定期学術集会．2023，4，28．

23 鶴安 浩，與田幸恵，能城浩和：［PD‐01］パネルディスカッション1 胃癌および食道胃接合部癌
に対する術前化学療法の治療成績 PD‐01‐2上部消化管 高度進行胃癌に対する適切な術前補助化
学療法の検討．第123回日本外科学会定期学術集会．2023，4，28．

24 田中智和，伊藤孝太朗，井手貴雄，能城浩和：サージカルフォーラム SF‐8‐05急性胆嚢炎に対
する PTGBD後の腹腔鏡下胆嚢摘出術～術前マネージメントと手術手技のポイント～．第77回手術
手技研究会．2023，5，12‐13．

25 能城浩和，與田幸恵：EL2 教育講演2 上縦隔郭清，中・下縦郭郭清（食道外科専門医対策）EL
2‐2 臨床解剖に基づいた右胸腔的ロボット支援食道癌手術における上縦隔リンパ節郭清．第77回
日本食道学会学術集会．2023，6，29‐30．

26 與田幸恵，松藤祥平，能城浩和：ビデオシンポジウム1 ロボット支援下食道切除術のエビデンス
VS1‐6 胸部食道癌に対するロボット支援手術の短期・長期成績．第77回日本食道学会学術集会．
2023，6，29‐30．

27 ＊小池健太，馬塲耕一，小川尚洋，小池英介：ポスター56 PO56‐4 脳転移を発症したHER2陽性
乳癌の2例．第31回日本乳癌学会学術総会．2023，6，29‐7，1．

28 馬塲耕一，今村美乃莉，真鍋達也，能城浩和：ポスター137 PO137‐3 内視鏡補助下乳頭温存乳房
全切除術と広背筋皮弁再建の手術手技．第31回日本乳癌学会学術総会．2023，6，29‐7，1．

29 ＊今村美乃莉，馬塲耕一：ポスター218‐4 triple negative 乳癌に対し，ペンブロリズマブ投与中止
後に発症した甲状腺機能低下症，薬剤性肺障害症例．第31回日本乳癌学会学術総会．2023，6，
29‐7，1．

30 能城浩和：Luncheon Seminar13／ランチョンセミナー13／Potentiality of hinotoriTM in Hepato-
Biliary-Pancreatic Surgery／hinotoriTM 肝胆膵領域での可能性．The 35th Meeting of Japanese Soci-
ety of Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery JSHBPS 2023 TOKYO. 2023, 6, 30-7, 1.

31 井手貴雄：Next Generation HBP surgeons 1 Moderators:Takao Ide / Department of Surgery, Saga
University Faculty of Medicine, Japan. The 35th Meeting of Japanese Society of Hepato-Biliary-
Pancreatic Surgery JSHBPS 2023 TOKYO. 2023, 6, 30-7, 1.

32 Takao Ide, Kotaro Ito, Tomokazu Tanaka, Hirokazu Noshiro: Poster 1 / Liver 1 [P1-8] The efficacy
of laparoscopic liver resection for postoperative liver function. The 35th Meeting of Japanese Soci-
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ety of Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery JSHBPS 2023 TOKYO. 2023, 6, 30-7, 1.
33 Tomokazu Tanaka, Kotaro Ito, Takao Ide, Hirokazu Noshiro: Poster 39 / Biliary 8 [P39-1] The opti-

mal surgical strategy for early gallbladder cancer including suspected cases. The 35th Meeting of
Japanese Society of Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery JSHBPS 2023 TOKYO. 2023, 6, 30-7, 1.

34 Kotaro Ito, Tomokazu Tanaka, Takao Ide, Hirokazu Noshiro: Poster 38 / Liver 18 [P38-8] The use of
3D imaging and VR in the safe performance and education of laparoscopic liver resection. The 35th
Meeting of Japanese Society of Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery JSHBPS 2023 TOKYO. 2023, 6,
30-7, 1.

35 ＊廣橋喜美，川嶋裕資，柏田知美：一般演題233【大腸】転移再発6 P233‐6大腸（一般演題）Tras-
tuzumab+Pertuzumab 療法が奏功した同時性肺肝転移を伴ったHER2陽性Ｓ状結腸癌の一例．第
78回日本消化器外科学会総会．2023，7，12‐14．

36 能城浩和，與田幸恵，鶴安 浩，池田 貯：教育講演5 困った時の手術の引き出し：胃外科 EL
5‐1特別プログラム（Special Program）胃癌に対する内視鏡外科手術は手術前の準備で術後結果
の9割が決まる．第78回日本消化器外科学会総会．2023，7，12‐14．

37 真鍋達也，武居 晋，奥山桂一郎，水内祐介，能城浩和：要望演題ビデオ12【下部】腹腔鏡下大腸
全摘・回腸嚢肛門吻合の手術手技RSV12‐5下部（Lower）吻合部トラブルを回避するための腹腔
鏡下大腸全摘・回腸嚢肛門吻合のポイント．第78回日本消化器外科学会総会．2023，7，13．

38 ＊三好 篤，馬場 楓，西田泰治，北川 浩，江川紀幸，古賀浩木，古賀靖大，池田 貯，田中聡也，
北原賢二：主題関連演題30【肝胆膵】ロボット支援下肝切除の現況と今後の展望 O30‐1肝胆膵（He-
pato, Biliary, Pancreatic）ロボット支援下肝切除における安全な肝離断と止血法．第78回日本消化
器外科学会総会．2023，7，13．

39 ＊池田 貯，梶原脩平，西田泰治，馬場 楓，北川 浩，三宅修輔，古賀靖大，田中聡也，北原賢
二：一般演題165【総論】教育・トレーニング2 P165‐2全般・総論（一般演題）腹腔鏡からロボッ
トへ 過渡期における消化器外科教育の現状～ロボット手術術者への必要条件は何か？～．第78回
日本消化器外科学会総会．2023，7，13．

40 Takao Ide, Kotaro Ito, Tomokazu Tanaka, Hirokazu Noshiro: Video Symposium7 Toward Standardi-
zation of Highly Difficult Laparoscopic Liver Resection ビデオシンポジウム7【肝胆膵】高難度腹
腔鏡下肝切除の定型化に向けて VSY7‐6肝胆膵（Hepato, Biliary, Pancreatic）Extrahepatic Glis-
sonean approach for the segment 8 utilizing tissue triangulation Tissue triangulation を活用した肝
外 S8領域グリソン鞘一括先行確保．第78回日本消化器外科学会総会．2023，7，13．

41 平木将紹，古川舜理，櫻井良太，神谷尚彦，酒井 正，井久保丹，鮫島隆一郎：一般演題127【大
腸】手術3 P127‐2大腸（一般演題）膿瘍や瘻孔形成を伴うＳ状結腸憩室炎に対する腹腔鏡手術
の治療成績．第78回日本消化器外科学会総会．2023，7，12‐14．

42 與田幸恵，鶴安 浩，能城浩和：主題関連演題6【上部】胸部食道癌に対するロボット支援下手術
の現状と今後の展望 O6‐2上部（Upper）胸部食道癌に対するロボット支援下手術の現状と今後
の展望．第78回日本消化器外科学会総会．2023，7，13．

43 田中智和，伊藤孝太朗，井手貴雄，能城浩和：一般演題102【膵臓】周術期管理 P102‐6肝胆膵（一
般演題）膵頭十二指腸切除術における膵液瘻ゼロを目指した治療戦略～術前・術中・術後の取り組
み～．第78回日本消化器外科学会総会．2023，7，12‐14．
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44 ＊脇山幸大，眞﨑晴奈，岡村啓二：要望演題6【総論】透析患者における周術期管理の諸問題 内視
鏡ホルダーロボットと腹腔鏡ビデオ画像プロセッサを併用した当院での腹膜透析カテーテル留置術．
第78回日本消化器外科学会総会．2023，7，12‐14．

45 武居 晋，奥山桂一郎，真鍋達也，能城浩和：一般演題127【大腸】手術3 P127‐5大腸（一般演
題）十二指腸浸潤を伴う結腸癌に対する低侵襲手術．第78回日本消化器外科学会総会．2023，7，
12‐14．

46 伊藤孝太朗，田中智和，井手貴雄，能城浩和：一般演題148【膵臓】高齢者3 P148‐2肝胆膵（一
般演題）高齢膵癌患者に対する膵頭十二指腸切除術の治療成績の検討．第78回日本消化器外科学会
総会．2023，7，12‐14．

47 鶴 安浩，與田幸恵，能城浩和：要望演題ビデオ6【上部】術後合併症回避を目指した食道切除後
再建法の工夫 RSV6‐8上部（Upper）血流を重視した亜全胃胃管を用いた後縦隔経路頸部食道胃
管三角吻合の工夫と成績．第78回日本消化器外科学会総会．2023，7，12‐14．

48 松藤祥平，北島吉彦，木村直也，日暮一貴，田中智和，能城浩和：一般演題040【肝臓】研究 P040‐
1肝胆膵（一般演題）低酸素条件下における肝細胞癌の脂肪酸代謝を標的とした抗腫瘍効果の検討．
第78回日本消化器外科学会総会．2023，7，12‐14．

49 眞崎晴奈，脇山幸大，岡村啓二：専攻医セッション1 胃・十二指腸1 カペシタビン＋シスプラチ
ン併用療法で完全奏効が得られた切除不能進行胃癌の1例．第78回日本消化器外科学会総会．2023，
7，12‐14．

50 ＊雪本薫平，伊藤孝太朗，田中智和，井手貴雄，能城浩和：一般演題265【胆道】症例報告3 P265‐
8肝胆膵（一般演題）ナビゲーションシステムを用いた肝外門脈閉塞症合併例に対する腹腔鏡下胆
嚢摘出術．第78回日本消化器外科学会総会．2023，7，12‐14．

51 ＊今村美乃莉，田中智和，能城浩和：専攻医セッション25胆道2 S25‐5専攻医セッション／研修
医セッション 大腸癌術後6年目より繰り返す胆管内再発に対して切除を行い長期生存を得た1例．
第78回日本消化器外科学会総会．2023，7，12‐14．

52 ＊古川舜理，平木将紹，木村直也，櫻井良太，酒井 正，井久保丹，鮫島隆一郎：一般演題165【総
論】教育・トレーニング2 P165‐5全般・総論（一般演題）チームでの向上を目指した腹腔鏡手
術のための折り鶴トレーニング法．第78回日本消化器外科学会総会．2023，7，12‐14．

53 ＊井久保丹，脇園敦士，古川舜理，櫻井良太，平木将紹，神谷尚彦，酒井 正，鮫島隆一郎，小原井
朋成，小島勝雄：一般演題271，P271‐2．COVID‐19パンデミックが外科臨床に及ぼした影響；新
型コロナ協力医療機関／癌拠点病院における現状と問題点．第78回日本消化器外科学会総会．2023，
7，12‐14．

54 井手貴雄，伊藤孝太朗，田中智和：ワークショップ4「難治性胆汁漏に対する治療」WS‐8再建
腸管を伴った上部消化管手術既往を有する肝切除後胆汁瘻の検討．第59回日本胆道学会学術集会．
2023，9，14‐15．

55 田中智和，伊藤孝太朗，井手貴雄：パネルディスカッション3 PD3‐6早期胆嚢癌疑診症例に対
する内視鏡下手術の治療戦略～根治性の担保と過大侵襲の回避～．第59回日本胆道学会学術集会．
2023，9，14‐15．

56 松浦 洋，田中智和，伊藤孝太朗，井手貴雄，能城浩和：デジタルポスター73総論・感染・手技
DP‐436術後経過中にCOVID‐19を発症した肝切除後胆汁瘻管理の経験．第59回日本胆道学会学術
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集会．2023，9，14‐15．
57 木村直也，田中智和，日暮一貴，松藤祥平，山田浩平，北島吉彦，能城浩和：P14‐27／肝がん（2）

／Hepatocellular cancer（2）［P‐3214］NASH関連肝細胞癌に対するファルネシルトランスフェラー
ゼ阻害による新規薬物治療 therapy of farnesyltransferase inhibitor for development of NASH-
related hepatocellular carcinoma．第82回日本癌学会学術総会（2023）A novel．2023，9，21‐23．

58 日暮一貴，田中智和，木村直也，松藤祥平，能城浩和：P10‐6／転移機構（1）／Metastasis mecha-
nism（1）［P‐3085］ファルネシル転換酵素阻害薬のHIF-1αと上皮間葉転換の抑制による食道癌に
対する抗腫瘍効果の検討Antitumor effects by suppression of HIF-1α and EMT of farnesyl trans-
ferase inhibitor in esophageal cancer cells．第82回日本癌学会学術総会（2023）A novel．2023，9，
21‐23．

59 能城浩和：シンポジウム1 消化器癌に対する低侵襲手術の進歩と今後の展望．第36回日本臨床内
科医学会．2023，10，8‐9．

60 柏田知美：HER2陽性胃癌と陰性胃癌の遺伝学的特徴とその潜在的意義．第61回日本癌治療学会
学術集会．2023，10，19．

61 ＊北村 捷，甲斐敬太，中村光男，田中智和，井手貴雄，能城浩和，末岡榮三朗，相島慎一：外科切
除検体を用いた画像解析ソフトによる肝細胞癌と肝内胆管癌の細胞学的比較検討．第62回日本臨床
細胞学会秋期大会．2023，11，4‐5．

62 真鍋達也，武居 晋，平木将紹，奥山桂一郎，能城浩和：一般演題（ポスター）2‐6 直腸・Ｓ状
結腸癌に対するロボット支援前方骨盤内臓全摘における関節を利用した直腸温存法．第78回日本大
腸肛門病学会学術集会．2023，11，10．

63 柏田知美：パネルディスカッション1 パス業務，どのようにシェアする？～パス運用を支える多
職種協働のタスクシェア／タスクシフト P1‐3 短期入院化学療法パス運用におけるタスクシェ
アの診療収益改善効果．日本クリニカルパス学会．2023，11，10‐11．

64 ＊田中聡也，新藤優里，櫻井良太，鶴安 浩，北川 浩，江川紀幸，古賀浩木，古賀靖大，池田 貯，
三好 篤，北原賢二：［総会特別企画5‐1‐3］安全管理のスタートは説明内容の記録から―記録
を徹底するためのテンプレート作成とフィードバックのためのRPAを用いた監査システムの構築
―．第85回日本臨床外科学会総会．2023，11，16‐18．

65 井手貴雄，伊藤孝太朗，田中智和，能城浩和：［総会特別企画14‐5］高難度肝胆膵手術における術
後合併症管理中のCOVID‐19治療経験．第85回日本臨床外科学会総会．2023，11，16‐18．

66 平木将紹，武居 晋，真鍋達也，能城浩和：［SY4‐1‐3］切除可能 Stage IV 大腸癌の再発リス
ク因子の検討．第85回日本臨床外科学会総会．2023，11，16‐18．

67 與田幸恵，松藤祥平，能城浩和：［PD18‐1］食道癌術後転移・再発に対する治療戦略．第85回日
本臨床外科学会総会．2023，11，16‐18．

68 ＊佐藤博文，内川和也，堀田千恵子，久保 洋，川嶋裕資，下西智徳，廣橋喜美，赤木由人：［RO
18‐1］閉塞性大腸癌に対するステント留置後の当院における術後短期成績．第85回日本臨床外科
学会総会．2023，11，16‐18．

69 武居 晋，平木将紹，真鍋達也，能城浩和：［VW5‐2‐3］当科におけるロボット支援結腸体腔
内吻合の工夫と実際．第85回日本臨床外科学会総会．2023，11，16‐18．

70 松藤祥平，與田幸恵，能城浩和：［RV4‐3］腹腔鏡下胃全摘後Overlap 法による再建～食道裂孔
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ヘルニア，小腸癒着を予防するコツ～．第85回日本臨床外科学会総会．2023，11，16‐18．
71 堀田千恵子，内川和也，佐藤博文，久保 洋，川嶋裕資，下西智徳，廣橋喜美，赤木由人：［P78‐

7］分子標的薬による高血圧クリーゼをきたした進行結腸癌の1例．第85回日本臨床外科学会総会．
2023，11，16‐18．

72 木須絵理，田中智和，伊藤孝太朗，井手貴雄，能城浩和：［P4‐6］極めて短期間にレンバチニブ
による劇的な治療効果と継続困難な有害事象を認めた肝細胞癌に対する治療経験．第85回日本臨床
外科学会総会．2023，11，16‐18．

73 真鍋達也，武居 晋，平木将紹，能城浩和：一般演題（口演）153／下部悪性 ロボット直腸 O153‐
1］07：50～08：40局所進行大腸癌に対する内視鏡下骨盤臓器合併切除におけるロボット支援手
術のメリット．第36回日本内視鏡外科学会総会．2023，12，7‐9．

74 ＊池田 貯，鶴 安浩，北川 浩，江川紀幸，古賀浩木，古賀靖大，三好 篤，田中聡也，北原賢
二：シンポジウム9／高度進行胃癌に対する化学療法後の低侵襲手術［SY9‐6］15：40～17：10
NAC症例だからこそ合併症ゼロ！ロボット胃癌手術における手技の工夫と目指す手術．第36回日
本内視鏡外科学会総会．2023，12，7‐9．

75 ＊古賀靖大，北川 浩，鶴 安浩，江川紀幸，古賀浩木，池田 貯，三好 篤，田中聡也，北原賢
二：ミニオーラル176／下部悪性 ロボット直腸 短期1［MO176‐3］07：50～08：50ロボット支
援下直腸切除術における手術手技の工夫と短期成績．第36回日本内視鏡外科学会総会．2023，12，
7‐9．

76 與田幸恵，松藤祥平，能城浩和：ミニオーラル74／食道悪性 手術手技・工夫［MO74‐6］16：10
～17：00上部消化管領域に対するロボット支援手術～hinotori のセッティングのコツ～．第36回
日本内視鏡外科学会総会．2023，12，7‐9．

77 田中智和，伊藤孝太朗，井手貴雄，能城浩和：シンポジウム22／総胆管結石手術はどこへ行くのか
［SY22‐5］14：40～16：10胃全摘術後の総胆管結石症に対する腹腔鏡下胆管切石術～手術手技
のKnack & Pitfalls と治療成績～．第36回日本内視鏡外科学会総会．2023，12，7‐9．

78 伊藤孝太朗，田中智和，井手貴雄，能城浩和：一般演題（口演）171／膵臓 手術手技1［O171‐2］
09：20～10：10ロボット支援膵切除における3Dナビゲーションシステムの応用．第36回日本内
視鏡外科学会総会．2023，12，7‐9．

79 富原一貴，伊藤孝太朗，田中智和，井手貴雄，能城浩和：ミニオーラル117／肝臓 症例6［MO
117‐1］16：20～17：10肝腫瘍との鑑別が困難であった肝内 portal biliopathy に対する腹腔鏡下
肝切除．第36回日本内視鏡外科学会総会．2023，12，7‐9．

80 眞崎晴奈，與田幸恵，富原一貴，松藤祥平，能城浩和：ミニオーラル168／胃・十二指腸悪性 再
建・噴門側胃切除2［MO168‐7］13：30～14：30食道胃接合部癌に対するロボット支援胃全摘，
下部食道切除術における胸腔内再建～トラブルシューティング～．第36回日本内視鏡外科学会総会．
2023，12，7‐9．

地方規模の学会
1 井手貴雄，伊藤孝太朗，田中智和，能城浩和：主題3．「腹腔鏡下 S7・S8切除の工夫」8．肝外
グリソン鞘一括先行確保による腹腔鏡下肝 S8亜区域切除．第43回九州肝臓外科研究会学術集会．
2023，1，28．

2 田中智和，伊藤孝太朗，井手貴雄，田中賢一，能城浩和：主題1．「肝細胞癌に対する分子標的薬
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時代の手術戦略」4．極めて短期間にレンバチニブによる劇的な治療効果と継続困難な有害事象を
認めた肝細胞癌の治療経験．第43回九州肝臓外科研究会学術集会．2023，1，28．

3 伊藤孝太朗，田中智和，井手貴雄，能城浩和：主題1．「肝細胞癌に対する分子標的薬時代の手術
戦略」3．肝細胞癌肝切除後の肝外再発巣に対する外科的切除の意義．第43回九州肝臓外科研究会
学術集会．2023，1，28．

4 ＊今村美乃莉，馬塲耕一，雪本薫平，真鍋達也，能城浩和：一般演題：病理2 O‐44偶発的に発見
された乳腺原発のMALTリンパ腫．第20回日本乳癌学会九州地方会．2023，3，4‐5．

5 ＊北村 捷，三根夢花，甲斐敬太，川崎佳奈子，山内盛泰，馬塲耕一，倉富勇一郎，能城浩和，末岡
榮三朗，相島慎一：後腹膜に嚢胞状転移巣を形成し，乳癌転移と鑑別を要した顎下腺腺様嚢胞癌の
1例．第39回佐賀県臨床細胞学会地方会．2023，3，4．

6 真鍋達也：パネルディスカッション「IBDセンターに期待すること」コメンテーター．炎症性腸
疾患 市民公開講座 in SAGA．2023，3，5．

7 ＊雪本薫平，真鍋達也，武居 晋，奥山桂一郎，能城浩和：大腸2 S‐57前立腺全摘出後の直腸尿
道廔に対する腹腔鏡を併用した経会陰適薄筋弁填術．第59回九州外科学会第59回九州小児外科学会
第58回九州内分泌外科学会．2023，3，10‐11．

8 ＊今村美乃莉，馬塲耕一，真鍋達也，能城浩和：乳腺3 E‐22単孔式内視鏡補助下乳房部分切除術
の手術手技．第59回九州外科学会第59回九州小児外科学会第58回九州内分泌外科学会．2023，3，
10‐11．

9 馬場 楓，古賀浩木：肝2 S‐40偶発的に発見された胆管内乳頭状腫瘍に対し肝左葉切除＋肝外
胆管切除術を施行した一例．第59回九州外科学会第59回九州小児外科学会第58回九州内分泌外科学
会．2023，3，10‐11．

10 ＊西田泰治，江川紀幸，馬場 楓，梶原脩平，北川 浩，三宅修輔，古賀浩木，古賀靖大，池田 貯，
三好 篤，田中聡也，北原賢二：胆道 S‐36腹腔鏡下胆嚢摘出術後に壊死性筋膜炎を発症した1
例．第59回九州外科学会第59回九州小児外科学会第58回九州内分泌外科学会．2023，3，10‐11．

11 ＊古賀裕知，田中智和，伊藤孝太朗，井手貴雄，能城浩和：肝・胆道（研修医）研‐07肝細胞癌に対
する腹腔鏡補助下肝切除の術中に明らかとなった経皮的ラジオ波焼灼後横隔膜欠損の1例．第59回
九州外科学会第59回九州小児外科学会第58回九州内分泌外科学会．2023，3，10‐11．

12 ＊古川舜理，平木将紹，明石道昭，宮原貢一，櫻井良太，酒井 正，井久保丹，鮫島隆一郎：回盲弁
lipohyperplasia の近傍に癌が発生し粘膜下腫瘍様形態を呈した上行結腸癌．第16回日本臨床外科学
会佐賀県支部学術集会．2023，4，12．

13 ＊櫻井良太，平木将紹，古川舜理，酒井 正，神谷尚彦，井久保丹，鮫島隆一郎：mFOLFOX6療
法中に高アンモニア血症による意識障害を認めた直腸癌の一例．第16回日本臨床外科学会佐賀県支
部学術集会．2023，4，12．

14 ＊三根夢花，甲斐敬太，北村 捷，川崎佳奈子，山内盛泰，馬塲耕一，倉富勇一郎，能城浩和，末岡
榮三朗，相島慎一：乳癌転移と鑑別を要した後腹膜に転移巣を形成した顎下腺腺様嚢胞癌の1例．
第38回日本臨床細胞学会九州連合会学会．2023，7，7．

15 武居 晋：パネルディスカッション 演者．第42回佐賀外科治療フォーラム．2023，7，22．
16 松浦 洋，武居 晋，平木将紹，真鍋達也，能城浩和：一般演題 大腸手術・合併症・有事事象

D‐15下腿浮腫を呈する側方郭清後のリンパ漏に著効した経皮的リンパ管塞栓療法．第48回日本大

―11―



腸肛門病学会九州地方会第39回九州ストーマリハビリテーション研究会．2023，7，29．
17 真鍋達也：講演Ⅱ UCに対する外科治療について．潰瘍性大腸炎治療を考える会 in 唐津伊万里．

2023，8，31．
18 與田幸恵，松藤祥平，能城浩和：スポンサードセミナー3「内視鏡手術のランクアップを目指す」

～新型腹腔鏡システムの活用 SS3‐01腹腔鏡下胃切除術におけるリンパ節郭清～剥離層を見極め
る～．第33回九州内視鏡・ロボット外科手術研究会．2023，9，9．

19 富原一貴，井手貴雄，松浦 洋，伊藤孝太朗，田中智和，能城浩和：シンポジウム3 RAS（ロ
ボット支援手術）でしか成せない，RASでは成しづらい手術のポイント S3‐06 hinotoriTM Surgi-
cal Systemを用いたロボット支援脾温存膵体尾部切除術．第33回九州内視鏡・ロボット外科手術
研究会．2023，9，9．

20 武居 晋，平木将紹，真鍋達也，能城浩和：シンポジウム3 RAS（ロボット支援手術）でしか成
せない，RASでは成しづらい手術のポイント S3‐08右側結腸背側の剥離層の認識におけるロ
ボット支援尾側アプローチの有用性．第33回九州内視鏡・ロボット外科手術研究会．2023，9，9．

21 武居 晋，平木将紹，真鍋達也，能城浩和：シンポジウム4 結腸癌手術における体腔内吻合，適
応と方法 S4‐05当科における結腸体腔内吻合の実際と工夫．第33回九州内視鏡・ロボット外科
手術研究会．2023，9，9．

22 與田幸恵，松藤祥平，能城浩和：要望演題3 若手ロボット外科医の育成 RS3‐06上部消化管領
域に対するロボット支援手術～hinotori の導入・セッティングのコツ～．第33回九州内視鏡・ロ
ボット外科手術研究会．2023，9，9．

23 與田幸恵，松藤翔平，能城浩和：スポンサードセミナー3「内視鏡手術のランクアップを目指す」
～新型腹腔鏡システムの活用～ SS3‐01腹腔鏡下胃切除術におけるリンパ節郭清～剥離層を見極
める～．第33回九州内視鏡・ロボット外科手術研究会．2023，9，9．

24 平木将紹，武居 晋，真鍋達也，能城浩和：一般演題4 下部消化管2 O4‐01直腸脱に対する
メッシュを用いた腹腔鏡下直腸固定術の手術手技．第33回九州内視鏡・ロボット外科手術研究会．
2023，9，9．

25 柏田知美：session1 制吐療法UP TO DATE～アロカリスという新たな選択肢～．佐賀県消化器
癌懇話会．2023，9，29．

26 木須絵理，馬塲耕一，能城浩和：一般演題：診断 O‐16FDG-PETで強い集積を示した乳房の放射
線瘢痕症例．第21回日本乳癌学会九州地方会．2023，9，30‐10，1．

27 馬場 楓，平木将紹，武居 晋，真鍋達也，能城浩和：専修医 肝胆膵5 専40（消）仙骨前面のパ
ラガングリオーマに対する腹腔鏡下手術．第122回日本消化器病学会九州支部例会 第116回日本消
化器内視鏡学会九州支部例会．2023，11，24‐25．

28 由比元顕，田中智和，伊藤孝太朗，井手貴雄，能城浩和：専修医 肝胆膵2 専20（消）糖尿病特有
の症状に対する治療戦略および周術期管理によって良好な術後経過を得た糖尿病1型合併肝細胞癌
の1例．第122回日本消化器病学会九州支部例会 第116回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．
2023，11，24‐25．

29 能城浩和：教育講演「ロボット膵切除について」．第70回佐賀胆膵研究会．2023，12，1．
その他の学会
1 真鍋達也：講師．科研製薬 社外講師勉強会．2023，5，11．
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職 名 氏 名
補助金（研究助成）
等の名称

種 目
1：代表
2：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

助 教 田中 智和 科学研究費補助 基盤研究C 1 食道扁平上皮癌に対する蛋白
ファルネシル化に着目した新
規治療開発に向けた基礎的研
究

1，300

助 教 武居 晋 科学研究費補助 若手研究 1 遠隔臓器における微小環境誘
導性転移膵癌細胞セレクショ
ン機序の解明とその制御

1，100

客 員
研究員

柏田 知美 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 フッ化ピリミジン系抗腫瘍薬
による薬剤性下痢予測バイオ
マーカーによる治療最適化戦
略

1，700

職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

博士課程 山田 浩平 日本外科学会 第3回（令和4年度）
優秀論文賞授賞 Surgical Case Re-
ports 2021 7:17

A case of idopathic myointimal hyperplasia of the mes-
enteric veins presenting with small bowel obstruction

2 能城浩和：講演2 食道癌に対する低侵襲手術の温故知新．食道懇話会．2023，10，13．
3 真鍋達也：講師．第12回国立病院機構東佐賀病院学術セミナー．2023，11，27．
4 馬塲耕一：Session Ⅱ 当院におけるT-DXd 療法の治療成績と薬剤性肺障害マネージメント．

Breast Cancer Web Seminar．2023，11，27．

研究助成等

学術（学会）賞
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